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あなたの地域で『見守りJr声かけJr助け合いJ活動

住民基本台帳によると、平成27年の道内の65歳以上の人口割合は28.0%で、全国の25.9%

より2.1%高く、国立社会保障・人口問題研究所によると、平成42年には、道内の65歳以上の

人口割合は36.3%となり、全国の31.6%より4.7%高くなると推計され、北海道では深刻な高

齢化が予想されています。一方、平成27年度版高齢社会白書(内閣府)によると、平成27年に

は65歳以上の高齢者1人に対して支える側の15--64歳の人口は2.3人ですが、平成42年には

高齢者1人を1.8人で支えると推計され、公的な支援だけでは高齢者を支えきれなくなると予

想されています。そうした背景のもと、平成27年4月、国が介護保険制度を改正し、高齢者が

住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるように、生活支援サーピスの充実・強化が図ら

れています。との新しい介護保険制度では、日常生活支援や介護予防サービスの担い手とし

て地域への期待が大きく打ち出され、町内会を中心とした地域で、高齢者を見守り、助け合

う活動がこれまで以上に重要になっています。
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平底32年以降 日本の都道府県別将来推計人口(国立社会保障・人口問題研民所)

とのような状祝の中、北海道町内会連合会では、「ひとりの不幸もみのがさない住みよいま

ちづくり全道運動」を北海道社会福祉協議会、北海道共同募金会とともに提唱し、地域(町内

会・自治会)における福祉活動や健康を守り高めあう活動の継続的な実施を促進し、地域連帯

にあふれた豊かな地域社会づくりをすすめています。

との運動は、平成2年度にスタートして25年が経過し、全道運動として多くの皆さんに親

しまれ、一定の成果をあげるととができました白平成27年度からは、北海道の町内会として

先進的な活動に取り組んでいただくため、新たな事業としてスタートしています。
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ひとりの不幸もみのがさ怠い住

この運劃は地鼠……高働者などー-雷身近な町内会一
f見守り111声かけ111聞け含いj活動を実蹄し、睡もが安i印して暮らせるまちづくりを地峨 l 

見守り、声かけ、即17含い活動を行う町肉会に朗鴎
あなたの地域のひとり暮らしの高齢者や高齢者を介護する家族、障がい者、子どもなどを

対象にした見守り、声かけ、助け合い活動を行う町内会に、北海道町内会連合会が活動費を

助成して応援します。

平鴎27年度より新たな事業でスタート
との運動は、平成2年度にスタートして25年が紐畠し、地域の

実情にあわせて気軽に取り組んで、いただく運動に成長しました。

平成21年度から、北海道の町内会として先進的な活動に取り組ん

でいただくため、助成金増額のほか、指定のための条件を追加し

ました。

.:ilT::_'_f.:W1i 1-1 

(2年指定13万円x2年=争 5万円X2隼
※単年指定沼町成章は、己れまでどおり3万円.

E j'1~~"-:I~ヨ

[単年掴定〕 ・年閣を過して行う活劃である己と

-参加でき芯い方への工夫や配慮があるとと

.年1回限りの事業は酷く

(2隼指定} ・他の町内会の見本となる活動であること

-日ごろ町内会活動に参加しない方へ番加を
促す工夫や配慮があること

※詳しくは6ページをご覧ください.

申簡は1市区町柑5町肉会まで
あなたのまちの町内会連合会が、北海道町内会連合会の会員で

あれば、 1市区町村5ヵ所までの単位町内会・地区連合会が、申

請できます。

なお、新たな活動をスター卜したり、活動を継続する単位町内会・

地区連合会は、前の助成から3年経過すると新たに申請できます。
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みよいまちづくり盆迦還劃とは

道町遣、市町村町内会連合会、市町村社会福祉協.会が活闘を廊鰻

北海道町内会連合会(道町魁は、活動を実践する町内会に活動費を助成するほか、パンフ

レットや報告書を作成して運動を広く紹介し、活動を応援します。

市町村町内会連合会は、単位町内会や地区連合会に運動をPRし、取り組む町内会を指定
して、北海道町内会連合会に申請します。また、行政、民生委員児童委員協議会、老人クラ

プ連合会などとの連携をすすめ、実践する町内会の取り組みを援助します。

市町村社会福祉協議会は、町内会において見守り、声かけ、助け合い活動をすすめるため

の助言・協力をします。

不曹もみ@がさない住みよいま毒づくり室温iI勘@フローチャート

連揖
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連揖
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@温副@曹露、紹介
{パンフレット・手引.・輯告書寄@作慮、配布}

@助成章@遺書

遭めるため@謹掴
怯担、相酪等)
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@週動を温品§ため@担助・協力
@町内禽@指定(51.1所まで}
@助膚宣@遺書

p------i--ーーーー、
i①赤い羽恨共同事錨勘への協力 i
i@猷問才あい剖への協力 j 
、ーーーーーーーーーーーーーーー'@助属を帽圃(計画~記入}

@週闘を進めるため@協力也掴
@事軍健70恒告{報告書(1)E入)

trー喧ーーーーーーー、
盟国を進め1Iための !
l蜘・協力 j 
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福祉のネットワークづくり
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朗自Bの肉書

|単年指定~年聞を過した見守り、声かけ、助け合い活劃-

単年指定は、高齢者などを見守り助け合

う活動老年聞を適して行う町内会を指定し

ます。

指定の寵件 焼事概分が平成27年度からの創晴件です)

①対象者が高齢者や障がい者などであること

@本運動の主旨を盛り込むこと

@隼圃を温して行う活動であ~こと
(例)毎用開催するふれあいサロシなど。

@.，加できない方への工夫や-があ吾こと
(伊D交概会に不参加の高齢者宅を訪問し、次回のお誘いをす
るなど。

@年1国風00事鍵は融〈

E隼指定~他の町内会の見本となる新たな活動-
2年指定は、 2年闘をかけて新たな事業

老組み立て、活動の基盤を整備する町内会

を指定します。

(正喧玉亙至雪空事9
自民2年指定の町内会lot.他の町内会の見本となる新たな
事業を組み立てるため、アンケートの実脂、呼びかけ
のためのチラシや広報紙の作成貴用、年聞を通じたサ
ロン開催のための会壇賞や燕襲代、さらに、身体が不
自由芯方の送迎費用の負担拡どが見込まれるので、即
成金を3万円から5万円に増額しました.

指定の脅件 故事概分が平成27年度からの勤時件です)

①新規事業であること

②継続して実施する事業であること

③年聞を通して行う活動であること

@値@町内舎@見本となる漕酷であること

(伊D日ごろ参加の少ない男性高齢者の参加にカを入れたサロ
シ、高齢者が他の高齢者と支え合う仕組みづくりなど。

@目ご否町内禽活動に'加しない方ヘ'加を促す
工夫やE車があること
〈例)足-pt;不自由で閉じ=もりがちな高齢者宅を定期的に訪問し、
サロンへの参加を呼びかけ、会場への送迎を行うなど。

『町内会見守り体制づくりJ--高齢者帽0・艶楓い見守りサボーターが毎週開~

はじめに、民生委員児童委員や社協、行政と懇談し、見守りが必要な高齢者について意見交

換を行います。懇談での情報をもとに、町内会福祉部員が民生蚕員児童費員に同行して高齢者宅を訪問

し、健康状態などを確認します。その後、訪問した高齢者を招いた交涜会を行って親睦を深めるととも

に、見守り活動について周知しますoなお、交流会に不参加の方については、自宅を訪問して見守り活

動を説明し、今後の訪問の同意を得ます。見守り対象者地執まったら、町内会の全住民を対象に見守り

サボーターを募集し、地域ごとに担当割りして見守り体制を聾えます。

見守りサボーターが高齢者宅を毎週訪問します。訪問時、見守りi1-rへ健康状態などを記
録し、定期的に見守りサボーターが集まる報告会を聞いて情報交換

するとともに活動を振り返ります。なお、細かな支援が必要と恩わ

れる方には、社協や行政と連携して対応します。さらに、ゴミ出し

などの軽微な日常生活支援の実施を検討するほか、社協職員を招い

て見守り活動の研修を定期的に実施して見守りサボーターを育成し、

この活動を継続していきます。
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6つの活動メ=ュー

-悪賀商話、
詐取被害防止研修会

.健原教室

・男の料理教室

.変通安全教室

-声かけ箇間活劃

・除排雪活動

.E食サービス活国

.家事揖聞など

.1t種教室、ふまねっと運動研修会

.歯知症サボーター養成講座

-ふれあいサロンサボータ一隻鼠講座

怠と

@ 

-災害時要握臨書の

ための俸制づくり

.町肉金助け合い

チームづくり

-防犯パトロール

など

-高齢者ニーズ調査
.ひとり暮らしの高齢者マップ調査

・福祉台帳、力ード作成など

※他にも多くの活劃が考えられますので、本パンフレットの事例にこだわることなく、地舗の実情を度映した

活動をすすめてください.
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啓発活動とは、住民の福祉への理解を深めたり、意識を高めていくために、福祉についての勉強

会を聞いたり、福祉に関する情報を広報紙で伝えたりする活動です。

@ 『オル詐欺な明書防止研修会j -詐敗被ーで防ぐ~

倶知安町北央コミュニティ協議会(460世帯)では、ひとり暮らしの高齢者などを対象に、オレオ

レ詐欺や悪質商法の被害防止研修会を実施しました。

研修会では、詐欺や悪質商法の巧妙な手口を紹介したビデオ上映の後、倶知安警察署員が、金銭

を求める電話や訪問があれば、まず誰かに相談することが大事と講義。その後の倶知安消費者協会

長の講義では、来訪者にはドアを開けずに対応する、妙に親切な業者に注意する、オレオレ詐欺の

ほか架空請求詐欺にも注意してほしいとのことでした。なお、

研修会に参加しなかった方のお宅には、後日訪問して研修資料

を渡し詐欺被害防止を呼びかけました。

研修会の後は、婦人部手作りの昼食に舌鼓を打ち、参加者か

らは「家族と話し合って詐欺にあわないようにしたいJIうまい

話はないと思って悪質商法に気を付けたい」などの感想があが

り、被害防止に役立つ研修会となりました。

ーヨ言葉海ヨ珊曹理曹関.

詐欺や悪質商法の被害にあわないよう、手口や対策を学ぶ研修会を開催したり、高齢者宅を訪問

して啓発チラシで注意を呼びかけましょう。

詐敗にあわないためには・..

①常に留守番電話に設定し相手を確認してから出る

②いつもと違う番号からの電話には注意する

③声色が違うなどの小さな違和感を放置しない

④最新の詳欺の手口を報道などで知っておく

⑤日ごろから家族と予防策を話し合う

.r見守り新鮮情報jで最新の手口をチェック
国民生活センターでは、高齢者や障が ~­
い者を狙う悪質商法の最新の手口と対策 ¥_'. 
を月に2回程度知らせてくれる「見守り新 ヲ民~
鮮情報Jを発信しています。 間る〈ψ~d

-パソコンからは 園出回
http://www.kokusen.go.jp/mimamori/霊場器
・携帯電話からは右のQRコードで登録時 田両唖

オレオレ詳欺……親族になりすまして電話をかけ、小切手が入った鞄を失くしたなどのトラブル解決の
ために、現金を振り込ませたり、宅配便で現金を送らせるなどの詐欺です。

架空請求詐欺……郵便や電話、メールなどを使った有料サイトの登録料などの架空の支払い請求により、
現金をだまし取る詐欺。電子マネーを購入させてだまし取る手法が増えています。

還付金詐欺……税務署や自治体職員などをかたって、医療費や税金の還付に必要な手続きを行うなどと
嘘を言って、被害者をATMの前に誘導し、携帯電話でATMの操作を教えながら犯人

の口座に送金させて、現金をだまし取る詐欺です。

金融商品などの取引の詐欺…電話で「必ずもうかるJrあなたしか買えないJr高値で買い取るJなどと嘘を
言って、未公開株や社債、会員権、外国通貨などの購入を勧める詐欺です。

[参考資料〕北海道新聞、北海道警察ホームページ

他にもこのような「啓発活動Jが取り組まれています

-健康教室 ・男の料理教室 ・交通安全教室 ・住民福祉懇談会 ・福祉だよりの発行など
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交流活劉とは、狙狙に怠りがち怠ひとり暮らしの高齢者怠どが近隣の人たちとふれあい、交流す

る蝿をつくり、曜かい人間関慨をつくっていく活闘です.

e r如ン喫茶勧~ -薗齢者の笑跡ω ニユ叩~
小樽市豊川町会(361世帯)では、ひとり暮らしの高齢者の方々が孤立しないように、女性部が中

心となり、近隣の高齢者が気軽に集まり交涜できるサロン「喫茶和みJ1.r'毎月第3土曜日に開催し

ています。毎回約40名が集まり、 100円の参加費でお茶とお菓子がふるまわれ、カラオケやゲーム

を楽しみながら交涜を深めています。

サロンでは、はじめに、喫茶和みの主題歌や北海盆唱をみんなで歌います。その後は、ロープ老使

い身体に負担をかけずに伸びをする「簡単ストレッチ」、鍋にお手玉を

投げ入れて点数を競う「キッチンゲーム」などの誰でも気軽に楽しめる

様々なメニューが毎回用意され、思い思いのメニューを楽しんでいます。

参加されたひとり暮らしの女性は「おしゃれをしてこ己に来るの

が一番の楽しみ」と笑顔を見せてくれました。なお、参加されない

高齢者にはサロンの様子を伝えて次回の参加をお誘いするほか、今

後は、隣接する町会の方々にも参加を呼びかけたいとのことでした。

Em沼田窪-:1(90;.1(....:1.. 
身近な地域の町内会館などを拠点として、高齢者の生きがいや社会参加、健康づくり、閉じこも

り防止を目的に高齢者と町内会の福祉部員などが一緒に企画・運営しながら、茶話会やレクリエー

ションなどの活動を定期的に開催し、楽しく、気軽に仲間づくりを行います。

，加者fJ(J艶し〈、気軽に仲間づ〈りを~参加者の興味や関心にあわせて自由な考えで開催

定期的に無理のないペースで~運営する側、参加する側も踊理なく躍続できる困難で

町内会腫やコミュニティセンターで~多加者が歩いて行けるような身近な場所で

みんなでー諸に楽しい企画を~遊び心にあふれた事業名で季節を感じるサロンを企画しましょう

みんなで憧力しながら、仲間を楢やして~参加者が準慣や世話世を兼ね協力して運営しましょう

社協などの助成も活用しよう ~あまり糧費をかけずに、社会福祉協瞳会で運営費支援がある倒も

チラシを作り回覧板を活用しよう ~ご近所同士で声をかけ合い、間単なチラシで参加を呼びかけ

サロンを撮り返りましょう~開催後は次回に向けて、思置などを話し合ってみましょう

(.考資料)~~脅迫町内会淫合会発行パンフレ宮ト『あなたのまちにもふれあいすロンJ

他にもこのような「吏涜活動Jが取9組まれています

-ひとり・らしの薗齢奮の実績盆 ・三世代支窓会など

-9ー



在宅福祉サービス活劃とI乱地唱で孤立しがちなひとり暮らしの高齢者怠どを地埠で見守
り、ささえあっていく活劃です.

C9 r月 1 固の高儲櫛見守り訪問~ -乙んにちはl町憾の笛間町~
芦別市幸町町内会(461世帯)では、困った時に相談相手にな

れるような地域のつながりをつくろうと、ひとり暮らしの高齢

者宅を訪問する「訪問隊」を組織して、月 1回の見守り活動に

取り組んでいます。

「訪問隊」は町内会の在宅福祉部のボランティアとして募集し、

女性34名、男性4名の計38名が登録。 2人 l組で75最以上の

ひとり暮らしの方々約70名を訪ね、健康状態や困りごとがない

かなどを聞いています。また、当町内会では役員の高齢化により、できる仕事も限られてしまうζ と

から、困ったことがあれば、ふさわしい人にお願いするしくみとして、町内会「人材パンク」への登録

で老若男女を問わず様々な方々にメンバーになってもらうよう呼びかけています。

-二.T~1:.:1:骨返~:~'i1，llr-i_;ir;理;~6":司E

見守り活動を継続させるため、負担にならない範囲で、分担して取り組みま

しょう。また、見守られる方のプライバシーに注意を払うととが必要です。

見守り箇間活幽のポイント

・訪問前に活動を周知しましょう

・最初は町内会長や民生蚕員児童曇員と一緒に訪問し、
初めの接拶は自己紹介と要件を手短に

-玄関先や居間、相手の安心できる場所で会置を

-お互いの共通点をみつけ、相手の関心ごとや身近な
ことを冨置にし、冨しやすい雰囲気で

・訪問国散を重ねて少しずつ情報を得ましょう

・会話の内容から心配ごとなどを聞き取りましょう

・相談Ict親身に聴き、抱え込まず対応しましょう
-次回訪問の目時を決めるようにしましょう

E.(-;VY-1 .r.l ~'[:1師事・....1町ヨE宣・

「何か変だなI?Jと感じたときは、町内会役員や

民生委員児童委員、社会福祉協議会、地域包括支

援センターなどに相談しましょう。

-新聞、郵便鴇が溜まっていないか

.回覧桓がきちんとまわっているか

.カーテンが開閉されているか

・洗濯物カ噂り込まれているか

.融雪されているか

・部屋の電灯の様子治℃不自然でないか

-難者らしき人物が頼繁に出入りしていないか

.異臭がしないか(ゴミ出しをしているか)

・冨知症が疑われる様子はないか

-生活パターンに危な変化はないか

民間企識と遭揮した見守り

・生活協同組合 ・電気、ガス業者

・新聞販売庖 ・宅E難者など

異変があったら町内会に知らせてもらえるよう E
お願いしておきましょう。 I

晦考量科]札観市社箇発行冊子『見守りのすすめ個圏からの見守9旬、声か付・簡閲.li)J

他にもこのような「在宅福祉サービス活動Jが取9組まれています

-隠誹・活.， .E禽サービス活劃 ..事量闘 拡ど
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ネットワークづくりとは、ひとり菖らしでも安臥して生活できる近隣のつ拡がりを申Cf.こ、緊急

時には、近隣の方がすぐ駆け付け、民生費員児量要員、社会福位協聴会、地蟻包括室援包ンター怠

どに連絡したりする、即け古いネットワークをつくっていく活動です.

fOr災害時要援護者支齢制づくりJ-一一闘を地舵見守ります~
函館市高丘町会(1.142世帯)では、ひとり暮らしの高齢者などの要援護者を災害時に支援する体制

をつくりました。はじめに、町会名簿をもとに高齢者などの自宅老訪問し、災害時に不安のある要援

護者を調査』健康状態や緊急連絡先などをまとめた災害時要援謹者支援台帳と、要援護者宅や町会役

員などの支援者宅に印をつけた地図を作成し、町会役員で情報を共

有して緊急時に備えています。

また、町会で救護班や連絡班などの災害時の役割分担をしたうえ んし . ィマ~づけ':;---":"":・・ー . 7 ‘ .モ 汗 .._þ.~'，・ T 叫ff?

で、福祉施設と合同の防災避難訓練を実施し、要援護者の安否確認、 じー'('i寸eJf-ゃ:ミ.4JiJ三三ちU-
トヘ I ; よ~. ....../"~. :_;.~、s

軍いす老使つた避難支援などの手j順噴老確認しました。乙の支援体制 〕々マ.ド.
「 、V〆、¥ 吋 -ζ.、.ぜJ 、、、 ..' 

づくりがきつかけで、日ごろから近隣の方々が要援護者を気にかけ、 I_'.lペ ..万台八、
さりげなく見守るようになりました。 三三 一本?とぺ:::~，J~:;;:9

-J定ーむl:~.!;l ， !~~:~;'~l~~tlEE!'回置

万が一の災害に備え、日ごろから、地域の高齢者や障がい者などの災害時要援護

者を調査・把握し、災害時に、近隣住民、町内会役員、自主防災組織で安否確認、

救出、避難誘導などを行えるような、地域で助け合う体制づくりをしましょう。

手上げ方式での璽揖醤奮の把盤

町内会による要援謹者支援を住民
に周知し、援護を希望した住民の
情報を集めます。町内会の負担は
少ないものの、要撞聾者本人の自発
的な意思に委ねているため、握謹が
必要なことを自覚していない住民な
ど古切象とならず、情報収集カ年十

分となる傾向があります。

同憲指貫での璽鑑置奮の抱掴

町内会の全戸調査などにより、
援護が必要な住民に直接働き
かけ、同意を得て情報を集めま
す。握聾を必要とする住民を把
握しやすい反面、調査対象者が
多くなるため、関係機関と協
力して情報収集や調査をする

とよいでしょう。

E.¥!，t ~jLt tl;:.W1~制喧t::si .... .tJ.1..:::間三凶I=Tii1Iil.

璽蝿置奮と車鍾置の
マッチング

1人の要援護者に複数の
支援者をつけ、負担が重
くならないよう役割分担
しましょう。また、要援
護者と支援者が、日ごろ
から支流をもっと支援活

動がスムーズになります@

災害時の避難に支援が必要な高齢者などの名簿作成が、市町村に義務づけられました。市町村

は、避難支援などに必要な範囲で、要援護者本人の同意を得たうえで、社会福祉協議会、自主防災

組織などの関係者に名簿情報を提供できます。また、災害時は、本人の同意を得るζとなく、関係

者に名簿情報を提供できるようになりました。なお、名簿情報の提供を受けた関係者や支援活動に

携わる住民は、正当な理由がなく、知り得た秘密老漏らしてはならないとされています。
{魯考資桝〕内聞府ホームページ

他にもこのような「ネ，トヲータづ〈引が取9組まれています

-町内会副貯盲いチームづ〈り ・簡犯パトロール ・澗蘭書a・脂比率ツトワークづくり 拡ど
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C9r附家紛断護翻鵡教鰹室と吋ふ減まね以つ北と研鵬陥悶修隙倒会創J-… 
北見市緑ケ丘もみじ町内会(包26白5世帯〉では、介護技術の基本を学ぶ

「家族介護教室」と介護予防のための「ふまねっと研修会」を行いました。

家族介護教室は、地域包括支援センターとの共催で、福祉用具の使

用法やベッドでの体位交換、食事の介助法、男女によって異なる紙お

むつの交換など普段経験できない介護技術のほか、介護者が腰を痛め

ずに車いすからベッドハ皐乗するコツなどを学びました。ふまねっと研

修会は、 11月上旬、冬道に備えた転倒予防のため、地域包括支援セン

ター職員の指導のもとで実施されました。 50センチ四方のマス目でで

きた大きなゴム製の網老床に敷き、乙の網老踏まないように決められたステップでゆっくり前進しま

す。ステップを間違えても突いが起きて、楽しく運動するととができました。

-~η~.苛?壱芹;~fI!"~ヨヨ・

-田知症薗齢者や飼鹿の理解を源めましょう

『橿掴症とは?J rn担保償制鹿の直Eと健?J
認知症への気づき、早期受診が必要な理由、
家族が抱える問題、認知症の基本的症状などを
理解し、介護する家族に対し、地域でどんなサ
ポートカfできるカ噌えます。

介護保険制度はどのように改正されているのか。
地域での支え合い活動が大切になっている背景を学
び、地域でどんな活動ができるカ唱えます。

a降下肥『認知症ザポーター集成前劃多照 -~:lI"t:'4戸司官主同叫id叫:i~:膏io j_~r祖国;:1...1・日開IÿJII

-か〈見守る臨鍾曹に話りましょう

・認知症サボーター養属講座

冒知症サボーターとf;t.r認知症
サポータ一撃成講座jで認知症に

ついて学び、正しい知識を持って、

寵知症の方やその家族を地域で見

守り、支える人をいいます。認知

症サボータ一養成蘭座は、概ね10
人以上の参加を得られる「地域住

民・職域・学校・団体・企業など」

であれftどなたでも受講できます。

E J昭二‘号碩-=;君事，q.υ}.丞~1ioPl ‘1 ・ E

E~ム血己忌這主語孟j1

旭噂で顕しみ容がら升謹予防

・失敗し℃も盛り上が~rふまねっと運動j
高齢者の転倒による骨折予防のため、歩行のバランス機能を

改善する『ふまねっと運動Uo50センチ四万のマス目でできた太

きなゴム製のネットを床に敷き、ネットを踏まないように、決め

られたステッブでマス目を前進します。ステップを間違えても笑

いカ泡きて、集団で交差して歩くこ

ともできるので、サロンのレクリエー

ションとして業しむことカ句きます。

この「ふまねっと運動」は正規の講

習を受けたサポーターカ唱導します.

NPO撞人岨踊値圏づ〈り室鋸盆ワンツースリー
ht旬:1畑 NW.1to3.jpl 

他にもこのような「マンパワー養成Jが取り組まれています
.13¥れあいサロンサボータ-.... .16...歯手当研悔含怠ど
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調査活劃は、他嵐官暮らす高齢者や障がいを持った方が、どん怠需望を持ち、どんな困りごと

(ニーズ)を抱えているのかを周宣して、町内会でどh局主支援ができるのかを害える活副です.

er隅高齢儲者蹄の繍調査郵活動配と錨活糊動剖J，..，膏臨齢備駒書齢の…叫て錨
洞爺湖町カか、つζう台自自J治治会(ω47世帯)では、支え合い活動のため、高齢者世帯のニーズ調査を行い

ましたロ町内会名簿をもとに、 60歳以上の高齢者と障がい者世帯に、健康状態や日常生活での困り

ごとなどのアンケートを実施し、さらに、町内会役員と民生委員児童委員が75歳以上の世帯を訪問

して詳しく話を伺いました。その結果、ひとり暮らしの不安を抱えていたり、除雪作業や買い物を

負担に感じていたり、誰とも話をしない日が何日もあるという方が多くいることがわかりました。

とれを受け、ひとり暮らしの高齢者の方々には、毎朝、玄関先に「グ

リーンカード」を掲げてもらい、元気でいることを知らせてもらうように

しました。カードの有無は役員とジョギングをする方、犬の散歩をする方

など10名程度の協力を得て、カードが出ていない時には、声をかけて変

わりがないととを確かめています。除雪にあたっては、近隣の方に支援を

お願いしたところ快く引き受けてもらい、雪が多く降った日に玄関先の除

雪老手分けして手伝ってくれることになり、買い物の負担にあたっては、

お屈と交渉して移動販売車が近くまで来てくれるととになりました。さら

に、ふれあいサロン「かっ乙う台クラブ」を毎月開催し、ひとり暮らしの

方を中心に役員が声をかけて送迎を行ったととで、家に閉じともりがち

だった高齢者が、少しずつ顔を出してくれるようになりました。

-l::ì1￥t-õ-El司I~尻町.1:1)lIJ:::1:喧司玄図書

-町内会が個人情報を集める障は、利用目的を明確にして住民の同意を得ましょう.

.活動に必要な情報以外は取得しないようにしましょう。

・個人情報の曹理方法や利用目的、提供先、廃棄の時期などを予め町内会て・決めておきましょう。

個人情報の利用にI~ r第三者提供Jと「委託lの2つの暗法があります。

. r第三者提供lは、町内会活動以外には使用しないと約束して集めた情報を、
他の目的に使う場合で、個令の住民の同意が必要となります。

• r;委託Jは、自治体が作成した要援護者リストを、町内会がひとり暮らしの高
齢者などの見守り活動のために利用するなどの場合で、利用目的が変わら怠

いため、個々 の住民の同意を必要とせずに情報共有できることがあります。

-情報漏えい事故を防ぐために、町内会の情報管理体制を徹底しましよう。

・センシティプ情報(病歴や障がい、生活保護受給など、漏えいの被害が文き

な情調自の取り扱いには特に配慮が必要です.

他にもこのような「調査活動Jが取9組まれています

-ひとり・らしの高齢醤マッフ聞置 ・福祉台帳、力ード倖脂容と

-13ー
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ひとりの不幸もみのがさない住みよいまちづくり
25年聞のあゆみを振り返る

平成2年度に60事業でスター卜した本金道連劃は、 25年聞で延べ2，681町肉
会等が実践旭区と拡り、 5，007事業が実施されました.主に町内会の行事を通じ
た交流活動として敵多く取り組まれ、地蟻の実情にあわせて気軽に取り組んでい

ただく事業に成長しました。

平Jl2年鹿

事業スタート

初年度は事業に対す

る助成。60事業に
1万円を助成

平時3年鹿

実践地区に対する助

成となる。助成額を

3万円に噌額

平鴎6隼虚

社会福祉協議会との連

携による小地域ネット

ワークづくりの取り

組みが増加

事膚12年鹿

高齢者を社会全体で

支え合う仕組みとして、

介護保険制度が

スタート

ひとりの不幸もみのがさない住みよいまちづ〈り全道運動 25年聞の事業実施状況の推移

活動詰逼軍-ー~主度 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 HIO Hl1 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 
交涜活動 26 42 39 60 56 71 85 87 87 118 118 95 92 92 105 112 97 {ふれあい.Ifらい}

在宅福祉サービス活動 25 59 62 67 67 86 70 66 76 86 91 87 74 53 49 51 41 (ささえあい)

啓発活動 7 32 43 25 35 32 30 41 35 40 41 36 26 25 25 19 19 
{知る・知らせる}

調査活動 11 23 17 23 29 36 34 23 21 22 21 24 11 13 10 6 
{実鎗を知る}

J事γトワーク・:1(り E 。2 7 19 27 19 23 20 18 19 21 12 14 20 8 9 
{みんながつながる}

マシパワー獲成 。1 3 l 4 4 2 3 4 z 2 1 。。。1 。
{包い手をつ〈る)

計 60 145 172 177 204 249 242 254 245 285 293 261 228 195 212 201 172 

健康. 守番 チムl合助け 号室 会食会 道じ各種 fE づふ 習室 食配サ 排除雷健康故り〈 れあ
世代喜特に取り組みが増えた活動 た行

作成ド台帳・
た行

室 議雪
づい

護雪 喜雪
1，> 

議雪 活動宣
り

サ
の ロ ピ

ン ス

一14-

可

H19 

106 

46 

16 

4 

16 

2 

190 



金漕運劃

v 

2年指定の枠を新設
(2年聞をかけて新たな
事業を組み立て、基

盤整備を目的と

する)

個人情報保護法の全

面施行(H17.4)の膨普
から、調査活動への

取り組みが誠少

新メニュー追加により、

積極的な事業展開をめざ昔、

・災害時要量聾者のための
体制づ〈り

傾向に

平鴎23隼鹿

東日本大震災を受けて、

災害に強いまちづくり事業

を全道運動として展開。緊

急速路網や安心カード

づ〈りの取り組みが

増加

{単位:事掛

・消費者被害防止

東日本大震災発生。

所在不明の高齢者問題、到

独死力守目:次きた『無縁社会」が

流行語大賞のトップ10入り。
地域の幹の再構築を求

める声が強まる由

ネットワークづく9

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 計 事業スタートから25年。
一定の成果をあげたた

め、新事業への見直

しを検討する

92 104 92 104 93 

39 32 39 18 27 

23 19 15 12 8 

11 11 19 16 6 

21 23 17 25 33 

1 。 1 。
187 189 183 176 167 

バト姐町
チムl助合け カl身急母

ロ
作成ド速絡網"'1ぃ

Jレ
り

90 91 

27 31 

14 18 

5 3 

21 19 

。l 
157 163 

健康畿会食会
日
信

援家事助
室

2，154 

1，369 

636 

400 

414 

34 

5，007 
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平鹿27年鹿

新事業としτスタート
2年指定の助成額を5万円に

増額。年聞を遇した「見守り、

声かけ、助け合い活動」実

践のため、新たな指定

条件を追加



『溜町連共漕』は、町内会・自治会活動申に事畝にあわれたとき、

見舞金を支給する北海遭町内会連合会の会員相互の助11あいの事躍です。
田和58年にスタートし、今では全道117市区町村から約13万人の加入
をいただき、元気で安全な町内会活動を支えています.

共酒会費は、おひとり年200円でま
共清期間は4月1日から翌年3月末日までの1年間で、年塵途中の加入も3月末日までになりま事二

・ー寸I~~マ~~!lFI~l

{個人加入〕は、町内会の会員で町肉会活動に参加される方が対象でま

{値圏加入〕は、町内会の侵員をされている方が対象で曹.役盟名で加入し、年塵途中で他の方に役聴を変わられても、

「変更届Jの提出でそのまま新しい方に離蹟さきま菅L

(31_ f_rlffi>jf:; r91..J.Ji ~ 
Q~"~，-Ll ~_:_:ürJ 

傷害見聾金
治療のために被害者が
実際に負担した匡揖費

死t見舞金B 10万円

医師等の診断書僧ゆ証明書)文書料 一事故5.000円を限度に実費支給

※注医師等el1...医官民歯科医師、柔道墜徳商をいいます.

死亡見揖金A

後遺障害見舞金

200万円

最高200万円

{平成27年4月1日改定)

白日
支給上限を10万円とする.
医師の指示による獲代・補装具代も含む.

死t見舞金Aに該当しない、活動中の死tに対して支給.
発生後24時間以内に死亡の場合.

通院した日が5日(1......5日)以内の事故肱診断書(治ゆ証
明書)均年要のため除く.

活動中にお付る外国・外傷の事故による死亡に対して
支給.事故発生後180目以内に死tの場合.

後遺陣膏の程度により支給.
事故発生後180日以内に生じた場合.

員提注死亡見舞金A後遺障書見舞金は、北海道町内会連合会が団体契約する損害保険会社から支給されます.

E4J'i'，Lf.'~]f ~f..it事者~.i;J. 
町内会の事業計画に基づいた活動申に、韮じた事故

が対象となります.また、事業計画に怠くても町内会

の運曽上慣例と怠っている事業も苅象となります.

【具体的怠事襲、行事】

1 .町内会が主催する盟副会、レクリ工ーション、
スポーツ太会、盆踊り等の規睦活動

2.総会、役員会等の会場や町内会の研修会等

3.町内の清掃・隠排雪、防犯・防火パトロール、
交通安全指導、資調固唄等

[.自主慣倒となる・難1
1 .広報紙・固覧板の配付，回送、事麗連絡、
金貨の徴収等

2.町内会の努懐手伝い等

E6:f.走査l~f)}:孟巧ク'}:Iι辛苦:f~正予i~:'j.~.iIII

【sJ'i'.tι f，";i'υ~]r~f~~垣せ喧!ι司

次の蝿合は見舞金の姐象となりません.ご注意ください圃

1 .本人の敏憲、重大な過失言超Zした事故

2.町内会の事業計画に芯い活副申の・故
3.自宅型車旭肉での事自主

4 幽便竃や怠世0不全等の寧蝕によら怠いR聞の陽台
(24時間以内の死亡は隠く}

5.医師・の掲示によら怠い治.o揖含
6.事故発生白から180目を超えた絹合
7.医療費の自己負担が怠かった酒食

8.霊温厚畿の渇含
(包し、死亡見事E盆A、後遺障害見舞金、及び医積貨の
自己負担がある傷合は、見舞金の対象と怠ります1
9.軍部症候群や腰縄等の燭台
(医挙的他覚所見が怠いときや町内会活動との因果関係
が不明なときには知象と怠りません)

-J-I ...... W::;JI ，;~:..- 単値町内会ごとの加入者名簿を作成して、連合町内会を通じてお申込みください.

EJ司:;J:キJヨZS万が一事故が起きたときは、すぐ連合町内会へ報告してください.-，.LJ..FJl . f~~軒' 見艶金の請求は、連合町内会を通じて、事曲発生白から180日以内に行ってください.

発待目 :平.28年3月 発行:ー.社団揖人北濁酒町内会連合会

干060-0002札観市申央区北2条西7丁目北海道社会福祉総合センター
TEL 011・271・3178 FAX 011・271-3956
E-mail: info@d-cho聞n.or.jp ホームページ http://www.d-cho聞n.or.jp/


